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当院には2名の
特定行為研修修了者がいます

　特定行為研修は、ある一定の医療行為
（特定行為）に対し医学的判断ができ、タ
イムリーに患者に対応できる看護師を育成
することを目的としています。この特定行為
研修を行う指定研修機関で規定の実習等
を修了することで、看護師も21の「特定行
為区分」、38の「特定行為」が、医師の手
順書に基づき実施できます。
　研修施設によって習得できる特定行為
はさまざまですが、「脱水症状に対する輸
液による補整」や「インスリンの投与量の調
整」「経口用気管チューブまたは経鼻用気

管チューブの位置の調整」などがあります。
　認定者の目標は10万人台とされていま
すが、施行から約2年経過した現在、全国
に特定行為研修修了者が583名誕生して
います（平成29年8月23日現在）。
　当院には、特定行為研修を修了した2名
の看護師がいます。
　医師の診療行為の補助的役割を担い、
看護の質をさらに向上させるために、チー
ム医療の推進者として、病院内のみならず
施設・在宅を含めた地域への活動を実践
していってもらいたいと思います。

第36回腎臓病教室を開催しました
栄養科主任・管理栄養士　和田 麻美

　9月16日（土）に慢性腎不全患者さんを対象に
腎臓病教室を開催しました。患者さんとご家族合
わせて10名の参加がありました。
　中島内科医師からは腎臓のメカニズムと働きに
ついて説明がありました。腎臓には糸球体という血
管のかたまりがあり、血液から尿のもとを作る大切
な働きをしています。全身の血圧が上がると糸球体
も高血圧になり、負担がかかるため糸球体が壊れ、
腎機能が低下します。糸球体を守るには血圧を下
げることが一番で、塩分を1日6g未満にすることが
大切であるとお話ししました。
　大脇透析看護認定看護師からは腎臓に関するク
イズを出題しました。医療者でも難しいと感じるも
のもありましたが、正解率は高く、1名は全問正解さ
れました。また、腎臓をいたわる生活習慣のポイン
ト10か条についても楽しく学ぶことができました。
　管理栄養士からは外食の上手な付き合い方につ
いての話として、外食の特徴や外食をした時の調節

の仕方について示しました。ある患者さんの「体重
が最近減ってきている。エネルギーをとるにはどうし
たらよいか」という質問に対し、「低たんぱくご飯を
使用すると肉や魚を増やせるのでエネルギーが増
やせるよ」「エネルギーアップのゼリーやお菓子を利
用したらどうかな」など、他の患者さんから日頃の食
事の工夫点についてアドバイスがありました。教室
のよいところは知識の習得だけでなく、患者さん同
士の情報交換の場になっているところだと改めて感
じました。教室を通し、療養のお手伝いができたら
と思っています。
　次回は腎臓病料理教室を開催する予定です。興
味のある方はぜひご参加ください。

病院における管理栄養士の業務は主に次の3つです。 それぞれの業務において医療安全に関する項目が
あります。今回は「臨床栄養管理」における取組みに
ついて紹介します。

患者さんがご入院されると医師の診断によって食事
の種類が決まります。病気によって食事内容が大きく
異なるため、正しく食事が患者さんのもとへ届くように
名前、病棟、食事の種類等を記入した食事カードをお
膳に添えています。また、栄養食事指導、食事中に入
院患者さんのところへ伺うミールラウンドや嗜好調査
を行っています。ミールラウンドは管理栄養士の視点
から野菜などの大きさや硬さが合っているか、食事を
するための歯の状態はどうか、飲み込みに問題はない
かを観察しています。また、必要量が食べられている
か、嗜好上の問題はないか等を総合的に判断して、医
師に食事変更を提案し調整しています。その際には、
名前をお尋ねしたり、リストバンドや食事カードを確認
したりして患者間違いを起こさないようにしています。
入院中の食事や栄養についてご心配ごとがあれば、遠
慮なく管理栄養士（ビタミンカラーのオレンジ色のユ
ニフォーム）にご相談ください。

栄養科副主任・管理栄養士　坪井 里美

栄養科における
医療安全 その②

シリーズ
医療安全

食事の提供
医師の指示のもと栄養量を満たす献立を作成

し、調理師によって調理され、安全でおいしく治療
に役立つ食事を患者さんに提供します。

栄養食事指導　
手術前後や慢性的な病気に対する食生活の管

理は、入院中にとどまらず自宅においても継続する
ことが大切です。患者さんや家族に対し管理栄養
士がサポートをします。

臨床栄養管理
管理栄養士が入院中に患者さんの病室に伺い、

直接栄養状態を評価し、栄養計画を立て、その後
の栄養状態の変化を観察します。

「トイレの荷物掛けを、

今少し下につけてほしいです。

腰が悪いので、背伸びできません」

「トイレの荷物を掛ける場所が高すぎて、

背の低い年寄りには、

とても不便です」
ＣＳ（患者満足向上）委員会より

患者
さん 声の トイレ内で荷物をかけるフックについて、

多数のご意見をいただいておりました。
大変ご不便をおかけして
申し訳ございませんでした。
新たにフックの取り付けを
行いましたので、

ご利用ください。

栄養科
通　信


